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まち三世代には物産展や体験教室など各種イ
ベントを主催する法人としての役割が期待さ
れている。

2　事業概要

むらまち三世代は、「『むら』と『まち』を繋ぐ
支援事業」（地域間交流）と「世代間を繋ぐ人材
育成事業」（世代間交流）の二つを実施している。
前者は事務所がある世田谷区での糸魚川物

産展やフェアの開催である。このようなイベ
ントに糸魚川市が参加できるのは、世田谷区
に住むメンバーが世田谷区の事業者との関係
づくりを日常からしているからであり、容易
に開催できるものではない。開催時には糸魚
川市の複数の事業者が販売に来ており、都市
住民や世田谷区の事業者との接点を持つこと
ができている。
後者は親子向けの自然体験イベント、風鈴

吊り忍や正月飾りを作る教室などである。メ
ンバーが暮らしのなかで身につけた知恵や文
化を、自分たちの子どもや孫の世代に伝える
取組みである。このような事業を通じてメン
バーと地域住民との関係が築かれている。18
年度は７月に、念願であった１泊２日の自然
体験教室が糸魚川市で開催された。予定して
いた海洋高校実習船の体験乗船や地引網体験
は台風の余波で実現できなかったものの、サ
ザエ採りやヒスイ海岸での石拾い、フォッサ
マグナミュージアム見学などが行われ、参加
者の満足度は高かった。参加費は、子ども1.1
万円、大人1.9万円、募集定員は45人であった。

「地方創生」にあたって地方では様々な取組
みが行われているが、それに都市住民、特に各
地方の出身者が協力・参画することによって
一層の促進が期待されると考える。地方出身
者は地方のことを理解しており、日常生活を通
じて都市住民との関係性も保有している。した
がって、ふるさとと都市住民をつなぐ最適な人
材といえる。そのような人材が集まって、ふ
るさとを盛り上げようと活動している「NPO
法人むらまち三世代」の取組みを紹介する。

1　設立の経緯

むらまち三世代は、2014年４月に関東在住
の新潟県糸魚川市出身者たちが中心となって
設立したNPO法人である。中心は団塊の世代
で、メンバー所有の山荘（別荘）を利用した折、
子ども達の楽しそうな声が自然のなかに響く
のを聞き、「農山漁村に子どもたちを連れてく
るのは楽しいのではないか」と感じていた。
同時期に「ふるさとである糸魚川市のために
なることがしたい」という思いも生まれてき
ていた。このような状況のなかで世代間（三世
代）交流による地域の活性化と、都市と糸魚川
市をはじめとした農山漁村との交流を実現す
る機関としてむらまち三世代が設立された。
むらまち三世代は、「東京新潟県人会」に属

する郷人会「東京糸魚川会」のひとつの活動
チャネルとしての役割も果たしている。東京
糸魚川会は首都圏在住の糸魚川市出身者が集
まる場であり、親睦行事が中心で対外的な活
動を基本的に行うことはない。そこで、むら
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題としている。現在、活動の趣旨に賛同して
賛助会員になっているのは80人程度であり、
活動に協力する若い糸魚川市出身者も出てき
ている。団塊の世代のメンバーは、次世代の
人たちの活動に期待しており、若い人を中心
とした「集客部会」を設置することによって、
組織のレベルアップと次世代のコミットメン
トを促そうとしている。
むらまち三世代は、地元とふるさとのため

に行動しようというメンバーが集まったこと
と、集まる場所をメンバーのひとりが提供し
たことで活動が実現できている。「人」と「場
所」が活動にあたっての必要な要素といえる。
そして、地域間交流の事業は、メンバーが糸
魚川市およびその事業者、そして都市住民と
の関係づくりをし、両者を橋渡しすることに
よって実現できている（第１図）。
糸魚川市およびその事業者との関係を密に

するために、むらまち三世代は「糸魚川なり
わいネットワーク

（注）
」の会員になっている。ま

た、都市住民との関係は世代間交流の事業を
通じて形成している。ふるさとと都市住民を
つなぐ仲介組織には、両者との良好な関係が
求められる。

（おなか　けんじ）

実際の参加者は56人、うち子ども19人で、東
京都民が中心であった。親子だけでなく祖父
母と孫の参加もあった。参加者は、糸魚川フ
ェアなどのイベントに訪れた人や体験教室に
参加した人、彼らの口コミでイベントを知っ
た人たちであった。

3　効果と今後の方針

むらまち三世代の一番の成果は、「糸魚川
市・ふるさとを発信できる場ができたこと」
とメンバーは言う。彼らの活動を通じて、都
市住民は糸魚川市を知る機会が増え、メディ
アにも取り上げられるのでPR効果は大きい。
ほかに、糸魚川市にいる人も外に出た人も、

活動によってふるさとの良さを再認識できた
こと、糸魚川市の事業者が都市住民との交流
によって地域外との関係を築くことができる
ようになったこと等も成果として挙げている。
下北沢（世田谷区）の飲食店のなかには、新た
に糸魚川市の酒を扱う店も出てきたことで事
業として一歩先の展開も生じている。
今後は既存事業のブラッシュアップを行

い、参加者の満足度を上げて継続していくこ
とと、次世代のメンバーを育成することを課

（注）亀岡鉱平（2019）「商品開発や事業拡大に向けた異
業種連携の活用―糸魚川なりわいネットワーク―」
『農中総研　調査と情報』 7月号を参照

 糸魚川市での自然体験教室
（写真：NPO法人むらまち三世代提供）

第1図　NPO法人むらまち三世代の関係図
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